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１部60円

ラ
イ
ド
な
ど
を
使
い
な
が
ら
部
活
の

特
色
を
説
明
し
、
部
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。
最
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
登
場
し
た
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
の
小
野 

光
君
（
第
３
学
年
）
で
、
７
人
制
ア

メ
フ
ト
に
お
い
て
現
在
自
分
一
人
し

か
部
員
が
い
な
い
窮
状
を
訴

え
、「
ア
メ
フ
ト
を
や
れ
ば

筋
肉
が
つ
い
て
最
強
に
な
れ

ま
す
。
作
戦
が
重
要
な
の
で

頭
も
良
く
な
り
ま
す
。
先
輩

か
ら
の
愛
情
も
す
ご
い
!
」

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
ア
ピ

ー
ル
し
、
会
場
を
お
お
い
に

沸
か
せ
た
。
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上
級
生
有
志
が
第
１
学
年
生
を
激
励

ク
ラ
ブ
説
明
会
も
実
施
し
部
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

　

第
２
学
年
・
伊
藤
公
平
君
を
中
心
に
学
生
有
志
が
７
月
16
日
（
木
）
午
後
６

時
よ
り
「
新
入
生
歓
迎
夕
食
会
」
を
学
生
食
堂
で
開
催
し
、
上
級
生
と
新
入
生

が
食
事
を
共
に
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者

た
ち
は
互
い
に
自
己
紹
介
を
し
、
勉
強
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
し
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
説
明
会
も
開
か
れ
、
各
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
が
部
活
動
の
内
容
や
特
色
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　

新
入
生
歓
迎
会
は
、
歯
科
保
存
学
講
座

の
宮
國 

茜
助
手
が
本
学
在
学
中
の
第
２

学
年
時
に
「
自
分
が
入
学
し
た
と
き
生
活

や
勉
強
面
で
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
が

あ
っ
た
の
で
、
上
級
生
と
な
っ
て
得
た
知

識
を
新
入
生
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
２
０
１
１
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ

た
。
以
後
、
後
輩
た
ち
が
引
き
継
ぎ
毎
年

開
催
、
い
ま
や
本
学
の
伝
統
行
事
と
な
っ

て
い
る
。
本
来
は
毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍

の
影
響
で
今
年
は
７
月
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
新
入
生
歓
迎
夕
食
会
は
蒼
穹
会

の
支
援
を
受
け
、
伊
藤
公
平
君
を
リ
ー
ダ

　

２
０
１
９
年
度
歯
学
部
学
生
表
彰

授
与
式
が
６
月
23
日
（
火
）、
創
立

30
年
記
念
棟
３
階
「
常
念
岳
」
の
間

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
在
学
生
22
人

に
「
矢
ヶ
﨑 

康
特
別
賞
」、「
矢
ヶ

﨑 

康
賞
」、「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」、「
活

動
賞
」
の
各
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
は
一
人
ひ
と
り
呼
名
さ

れ
、「
矢
ヶ
﨑 

康
特
別
賞
」
は
矢
ヶ

﨑 

雅
理
事
長
よ
り
「
矢
ヶ
﨑 

康
賞
」

以
下
各
賞
は
、
川
原
一
祐
学
長
よ
り

賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

賞
状
は
創
立
者 

故
・
矢
ヶ
﨑 

康

先
生
が
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校

（
現
・
東
京
歯
科
大
学
）
在
学
時
に

受
賞
し
た
賞
状
の
書
式
を
模
し
た
も

の
で
、
矢
ヶ
﨑
理
事
長
は
「
お
め
で

と
う
。
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
ね
」

と
受
賞
者
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
た
。

　

さ
ら
に
矢
ヶ
﨑
理
事
長
は

挨
拶
で
「
皆
さ
ん
の
受
賞
は

大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

松
本
歯
科
大
学
の
一
員
と
し

て
ぜ
ひ
新
入
生
や
後
輩
た
ち

を
導
い
て
く
だ
さ
い
。
大
学

は
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
個
人
レ
ベ
ル
で
も
気
を

つ
け
て
今
後
も
い
っ
そ
う
学

問
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

鼓
舞
激
励
し
た
。

　

閉
式
後
、
栄
え
あ
る
受
賞

の
喜
び
に
満
ち
、
賞
状
を
手

に
し
た
学
生
た
ち
は
、
矢
ヶ

﨑
理
事
長
、
川
原
学
長
を
囲
ん
で
記

念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◇
矢
ヶ
﨑 

康
特
別
賞

　

蘇ソ　
　

郁イ
ク
ゲ雅
（
第
５
学
年
）

　

新
木　

太
朗
（
第
４
学
年
）

　

前
田　

風
華
（
第
２
学
年
）

　

朴パ
ク　
　

漢ハ
ン
ス洙
（
第
１
学
年
）

◇
矢
ヶ
﨑 

康
賞

　

小
野　

亜
美
（
第
５
学
年
）

　

上
田
聖
士
郎
（　

〃　
　

）

　

郭カ
ク　
　

子シ
ヨ
ウ楊
（　

〃　
　

）

　

黄フ
ァ
ン　

　

晟ソ
ン
ボ
ム帆
（
第
４
学
年
）

　

植
野　

裕
司
（　

〃　
　

）

　

春
日　
　

梢
（　

〃　
　

）

　

長
尾　

将
平
（
第
３
学
年
）

　

岩
崎　

将
和
（　

〃　
　

）

　

石
川　

幸
佑
（　

〃　
　

）

矢ヶ﨑 康特別賞、矢ヶ﨑 康賞、スポーツ賞、活動賞の受賞者たち

アメフト部のプレゼンテーション

伊藤君を中心に参加者全員で記念撮影

上級生と一緒に食事をしながら歓談する新入生たち

ー
に
第
２
学
年
の
学
生
有
志
26
人
が

主
催
し
、
新
入
生
約
80
人
が
参
加
し

た
。
上
級
生
た
ち
は
学
生
ラ
ウ
ン
ジ

に
開
設
し
た
受
付
で
新
入
生
を
迎

え
、
会
場
の
指
定
さ
れ
た
席
に
案
内

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
伊
藤
君
は
「
大

勢
の
１
年
生
が
参
加
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
で
親
睦
を
深
め
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。
学
生
た

ち
は
11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
上

級
生
と
新
入
生
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
、
学
生
食
堂
が
提
供
し
た
ス

ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
い
な
が

ら
歓
談
し
た
。
第
２
学
年
生
が
口
火

を
切
っ
て
自
己
紹
介
を
し
、
積
極
的

に
会
話
を
リ
ー
ド
。
本
学
の
特
色
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
自
分
の
１
年
間
を

振
り
返
っ
て
の
感
想
な
ど
を
話
し
、

新
入
生
は
勉
強
へ
の
取
り
組
み
方
や

キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
で
の
寮
生
活
、
進

級
に
つ
い
て
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
。

　

夕
食
会
後
は
ク
ラ
ブ
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。
体
連
委
員
長
・
堀
尾
拓
未

君
と
文
連
委
員
長
・
町
野 

惇
君
（
共

に
第
４
学
年
）
が
進
行
を
務
め
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
配
布
。

ス
マ
ホ
で
読
み
取
れ
ば
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
で
各
ク
ラ
ブ
の
紹
介
が
閲
覧
で
き

る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
各
ク
ラ

ブ
の
代
表
者
ら
は
動
画
を
交
え
た
ス

　

松
浦　

宏
季
（
第
２
学
年
）

　

長
瀬　

陽
祐
（　

〃　
　

）

　

黃コ
ウ　
　

延テ
イ
ケ
ン軒
（　

〃　
　

）

　

郭カ
ク　
　

倢シ
ョ
ウ
ヨ妤
（
第
１
学
年
）

　

詹セ
ン　
　

佳ヨ
シ
エ蕙
（　

〃　
　

）

　

福
島　

英
子
（　

〃　
　

）

◇
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

堀
尾　

拓
未
（
第
３
学
年
）

　
２
０
１
９
年
度
体
育
連
絡
協
議
会
委
員
長

　

町
野　
　

惇
（
第
３
学
年
）

　　

前
田　

風
華
（
第
２
学
年
）

　
第
30
回
体
育
祭
実
行
副
委
員
長

◇
活
動
賞

　

町
野　
　

惇
（
第
３
学
年
）

　　

三
浦　

佑
樹
（
第
３
学
年
）

　
第
34
回
松
濤
祭
実
行
副
委
員
長

　

参
加
し
た
第
１
学
年
生
か
ら
は

「
先
輩
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
部
活

動
は
大
学
生
活
を
過
ご
す
上
で
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
と
思
う
」

と
の
感
想
が
聞
か
れ
、
学
生
間
の
絆

を
深
め
る
夕
べ
と
な
っ
た
。

２
０
１
９
年
度
文
化
連
絡
協
議
会
委
員
長

第
34
回
松
濤
祭
実
行
委
員
長

第
52
回
全
日
本
歯
科
学
生
体
育
連
盟
正
評
議
委
員

第
30
回
体
育
祭
実
行
委
員
長

新型コロナ抗体検査全員陰性を受けて
新入生歓迎夕食会で学生間の絆深める

在学生 26人の
栄誉を称える
歯学部学生表彰授与式
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第2回 JPS student clinical skills competition

第6学年・船岡俊介君が全国選考で優秀賞を受賞

左から筆者、優秀賞を受賞した船岡君、指導した霜野良介助手

　

こ
の
た
び
、
日
本
補
綴
歯
科
学
会

が
実
施
す
る
全
国
の
歯
学
部
学
生
を

対
象
と
し
た
臨
床
技
能
試
験
に
お
い

て
、
第
６
学
年
の
船
岡
俊
介
君
が
全

国
選
考
（
一
次
選
考
）
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

　

こ
の
日
本
補
綴
歯
科
学
会
学

生
技
能
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

「JPS student clinical skills 
com

petition

」
は
、
的
確
な
臨
床

判
断
能
力
と
高
い
レ
ベ
ル
の
臨
床
技

能
を
有
す
る
歯
科
医
師
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
今
回
で
２
回
目
の
開
催
と
な

っ
た
。

　

今
回
の
課
題
は
「
下
顎
左
側
第
二

小
臼
歯
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
用
い

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
冠
を

想
定
し
た
支
台
歯
形
成
」
で
あ
り
、

全
国
の
各
歯
科
大
学
・
歯
学
部
か
ら

学
生
代
表
１
人
が
選
出
さ
れ
、
そ
の

技
術
を
競
っ
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
第
５
学
年
の
臨
床

実
習
に
お
い
て
毎
年
行
わ
れ
る
模
型

を
用
い
た
支
台
歯
形
成
に
お
い
て
、

歯
科
補
綴
学
講
座
教
員
一
同
か
ら
高

い
評
価
を
得
た
船
岡
君
が
学
生
代
表

と
し
て
選
出
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。

　

船
岡
君
は
受
賞
に
あ
た
り
、「
こ

の
よ
う
な
賞
を
受
賞
で
き
て
光
栄
で

す
。
ま
た
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
参
加

の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
基
礎
実
習
・
臨
床
実
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
勉
学
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

な
お
、
本
来
な
ら
ば
さ
ら
に
二
次

審
査
・
最
終
審
査
を
行
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
鑑
み
、

今
回
は
一
次
審
査
の
み
と
な
り
、
そ

の
う
ち
上
位
８
人
が
最
終
選
考
で
優

秀
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　

本
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
学
生
同
士
で
技
能
を
錬
成
す
る

良
い
機
会
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
将

来
高
度
な
歯
科
医
療
を
担
う
者
と
し

て
志
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
引
き
続
き
、
勉
学
・
技
能

の
向
上
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
。

（
歯
科
補
綴
学
講
座　

助
手　

平
井
博
一
郎
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

看護師室・歯科衛生士室
合同接遇研修会を開催

グループ発表で気づきを共有

　

松
本
歯
科
大
学
病
院
看
護
師
室
・

歯
科
衛
生
士
室
合
同
接
遇
研
修
会
が

５
月
22
日
（
金
）、
創
立
30
年
記
念

棟
大
会
議
室
お
よ
び
小
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
看
護
師
19
人
と
歯

科
衛
生
士
22
人
あ
わ
せ
て
41
人
が
参

加
し
た
。
看
護
師
と
歯
科
衛
生
士
が

合
同
で
研
修
を
行
う
の
は
今
回
が
初

め
て
と
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
以
後
、
本

学
病
院
で
は
検
診
の
中
止
や
診
療
の

制
限
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
通
常
業
務
が
縮
小
さ
れ
た
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
の
空
い
た
時
間
を

有
効
利
用
す
べ
く
今
回
の
研
修
会
が

企
画
さ
れ
た
。

　

研
修
に
先
立
っ
て
眼
科
の
小
野
洋

子
看
護
師
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
で

患
者
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
予

約
の
変
更
を
連
絡
す
る
場
面
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
況
を
踏
ま
え
、「
顔

が
見
え
な
い
電
話
応
対
で
は
ス
タ
ッ

フ
の
印
象
が
医
療
機
関
全
体
の
印
象

に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
マ
ス
ク
着
用

が
必
至
と
な
っ
て
い
る
今
は
な
か
な

か
顔
の
表
情
も
読
み
取
り
づ
ら
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
歯
科
衛

生
士
室
、
看
護
師
室
で
接
遇
を
再
確

認
し
、
あ
ら
た
め
て
適
切
な
対
応
を

学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
研
修
会
の
趣

旨
を
説
明
し
た
。

　

参
加
者
は
３
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
患
者
役
・
ス
タ
ッ
フ
役
・

評
価
者
を
決
め
て
全
て
の
役
が
一
巡

す
る
よ
う
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
っ

た
。
評
価
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
評
価
シ
ー
ト
を
用
い
て
実
施
者
の

説
明
内
容
や
言
葉
づ
か
い
な
ど
を
評

価
し
、
模
範
解
答
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

電
話
応
対
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
提
示
さ
れ
た
具
体
的
な
事
例
に

対
し
、
ま
ず
各
自
で
対
応
を
考
え
た

後
に
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
た
。
さ

ら
に
任
意
の
数
グ
ル
ー
プ
が
参
加
者

全
員
の
前
で
も
発
表
し
、
各
グ
ル
ー

プ
の
気
づ
き
や
学
び
を
共
有
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
々
の
業
務
で

自
身
の
対
応
を
見
直
す
良
い
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
聞
け
て
と
て

も
役
に
立
っ
た
」「
接
遇
の
重
要
さ

を
改
め
て
実
感
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

　

終
了
後
、
歯
科
衛
生
士
室
の
西
窪

結
香
歯
科
衛
生
士
長
は
「
同
じ
病
院

で
働
く
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
共
通
の
認

識
を
持
つ
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

今
後
も
協
力
し
て
病
院
の
質
の
向
上

に
努
め
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
明

日
か
ら
の
業
務
に
生
か
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

オ
デ
ッ
セ
ウ
ス
も
涙
を

流
し
、
も
う
二
度
と
離

さ
な
い
と
ば
か
り
に
、

彼
女
を
固
く
抱
き
し
め
た
。（
図
２
）

　

二
十
年
に
わ
た
る
辛
苦
の
日
々
が

よ
う
や
く
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
迎
え

た
の
で
あ
る
。

　
「
オ
デ
ッ
セ
イ
ア
」
の
物
語
は
、

身
内
を
殺
戮
さ
れ
た
豪
族
た
ち
が
企

て
た
復
讐
の
戦
い
が
、
女
神
ア
テ
ナ

　
「
あ
あ
、
私
の

大
事
な
旦
那
様
!

先
ほ
ど
は
こ
の
よ

う
に
喜
ん
で
あ
な

た
を
お
迎
え
し
な

か
っ
た
こ
と
を
、

ど
う
か
許
し
て
く

だ
さ
い
。
私
は
片

時
た
り
と
も
あ
な

た
を
お
慕
い
す
る

心
を
失
っ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
一
方

で
あ
な
た
の
名
を
か
た
っ
た
悪
者
に

だ
ま
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
恐

れ
お
の
の
い
て
も
い
た
の
で
す
。
で

も
、
あ
な
た
が
私
た
ち
の
寝
室
の
秘

密
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、

私
の
か
た
く
な
な
心
も
ほ
ぐ
れ
ま
し

た
。
本
当
に
よ
く
ぞ
お
帰
り
く
だ
さ

い
ま
し
た
」

　

妃
の
言
葉
に
万
感
が
胸
に
迫
っ
て
、

　

そ
の
日
の
夕
刻
、
湯
浴
み
と
着
替

え
を
す
ま
せ
た
オ
デ
ッ
セ
ウ
ス
は
、

ペ
ネ
ロ
ペ
イ
ア
と
向
か
い
合
っ
て
夕

餉
を
摂
っ
て
い
た
。（
図
１
）

　

よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
た
ペ

ネ
ロ
ペ
イ
ア
は
、
彼
の
食
事
が
終
わ

り
に
近
づ
い
た
の
を
見
る
と
、
老
女

エ
ウ
リ
ュ
ク
レ
イ
ア
を
呼
び
寄
せ
て
、

こ
う
命
じ
た
。

　
「
殿
様
は
今
日
一
日
の
ご
活
躍
で
大

変
に
お
疲
れ
の
よ
う
で
す
。
昔
か
ら

使
っ
て
い
た
お
馴
染
み
の
寝
台
を
隣

の
部
屋
に
運
び
込
ん
で
、
ヒ
ツ
ジ
の

皮
と
毛
布
、
き
れ
い
な
敷
布
な
ど
の

寝
具
を
整
え
て
差
し
上
げ
な
さ
い
」

　

オ
デ
ッ
セ
ウ
ス
は
驚
い
て
叫
ん
だ
。

名
画
で
楽
し
む
ギ
リ
シ
ア
神
話
〈
37
〉

オ
デ
ッ
セ
イ
ア
⑬

図 2　Francisco Primaticcio: Odysseus and Penelope

図 1　J.H.Tischbein : Odysseus und Penelope

「
な
ん
と
い
う
こ
と
を
言
う
ん
だ
。
あ

の
寝
台
が
持
ち
運
べ
る
は
ず
が
な
い

で
は
な
い
か
。
あ
れ
は
そ
の
昔
に
オ

リ
ー
ブ
の
大
木
か
ら
わ
し
が
自
分
の

手
で
作
り
出
し
て
、
樹
を
そ
の
ま
ま

に
、
そ
の
周
り
に
石
を
積
ん
で
寝
室

を
建
て
た
も
の
だ
。
そ
れ
と
も
、
わ

し
が
留
守
の
間
に
何
者
か
が
オ
リ
ー

ブ
の
根
元
を
伐
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
の
か
」

　

そ
れ
を
聞
い
た
ペ
ネ
ロ
ペ
イ
ア
は

震
え
出
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
緊
張
も

気
の
張
り
も
す
っ
か
り
緩
ん
で
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
泣
き
な
が
ら
ま
っ
す

ぐ
に
駆
け
寄
る
と
、
オ
デ
ッ
セ
ウ
ス

の
腕
の
中
に
身
を
投
げ
た
。

の
と
り
な
し
に
よ
っ
て
和
解
が
成
立

し
、
イ
タ
ケ
の
領
主
と
し
て
の
オ
デ

ッ
セ
ウ
ス
の
権
威
が
復
活
す
る
と
こ

ろ
ま
で
続
く
が
、
本
稿
で
は
こ
こ
で

筆
を
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。（
次
回

完
結
）

（
笠
原　

浩
）

ロールプレイを行う看護師グループ

入
試
相
談
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
付

Ｗ
ｅ
ｂ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
特
設
ペ
ー
ジ
を
公
開

　

松
本
歯
科
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
は
、
こ
の
ほ
ど
歯
学
部
の
Ｗ
ｅ

ｂ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
特
設
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
た
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が

っ
た
環
境
で
あ
れ
ば
自
宅
や
好
き
な

場
所
か
ら
い
つ
で
も
気
軽
に
閲
覧
で

き
る
。
そ
の
た
め
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
移
動
制
限
や
自
粛
中
で
も
直
接
来

学
す
る
こ
と
な
く
一
日
体
験
入
学
の

雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
本

学
の
魅
力
や
特
色
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

近
年
ス
マ
ホ
の
利
用
や
ス
マ
ホ
か

ら
の
動
画
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
が

急
増
し
て
お
り
、
本
学
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
７
割
を
超
え

る
。
特
設
ペ
ー
ジ
で
は
、
若
年
層
を

主
と
し
た
ス
マ
ホ
ユ
ー
ザ
ー
に
向
け

て
気
軽
な
視
聴
を
促
す
た
め
、
公
開

し
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
５
分
以
内

に
お
さ
ま
る
動
画
や
複
数
の
写
真
を

メ
イ
ン
と
し
て
い
る
。

　

動
画
は
、
宇
田
川
信
之
歯
学
部
長

が
本
学
の
魅
力
を
解
説
し
て
い
る
も

の
や
学
生
寮
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
紹
介

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
上

下
左
右
に
３
６
０
度
の
空
間
を
見
渡

せ
る
パ
ノ
ラ
マ
画
像
も
あ
り
、
本
学

キ
ャ
ン
パ
ス
を
自
由
に
バ
ー
チ
ャ
ル

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ

や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
い
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

ツ
ー
ル
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別

相
談
会
も
あ
わ
せ
て
開
設
さ
れ
た
。

本
学
の
教
育
方
針
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
入
試
に
つ
い
て
な
ど
、
受
験
生

や
父
母
か
ら
の
相
談
に
よ
り
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
。

　

先
日
、
ペ
ダ
ル
を
踏
み
し
め
日

本
で
２
番
目
に
標
高
が
高
い
麦
草

峠
（
１
番
目
は
渋
峠
）
を
目
指
し
て

い
た
時
の
こ
と
。
麓
で
は
ま
だ
仲
間

と
ワ
イ
ワ
イ
と
話
し
な
が
ら
登
っ

て
い
た
が
、
中
盤
に
は
会
話
が
途
切

れ
、
そ
の
先
は
無
言
に
。
後
半
に
差

し
掛
か
る
こ
ろ
に
は
、
一
般
的
に
は

ラ
ン
ナ
ー
ズ
ハ
イ
と
い
う
モ
ノ
に
あ

た
る
の
だ
ろ
う
が
、
僕
た
ち
自
転
車

乗
り
が
“
ラ
イ
ダ
ー
ズ
ハ
イ
”
と
呼

ぶ
状
態
に
な
っ
た
。「
な
ん
で
こ
ん

な
苦
し
い
事
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
」
と
の
問
い
か
け
が
入
口
と
な

り
、
肉
体
的
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ

た
く
な
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
仕
事
の

こ
と
な
ど
色
々
な
思
考
が
頭
の
中
に

浮
か
ん
で
く
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
行
く
先
の
事
は
誰
も

予
想
が
つ
か
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
用
の
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
や
Ｗ
ｅ
ｂ
カ

メ
ラ
が
売
り
切
れ
た
り
、
ス
ー
パ
ー

は
好
調
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
の
フ

ー
ド
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
業

な
ど
の
業
績
は
右
肩
上
が
り
だ
。
一

方
で
は
下
が
り
、一
方
で
は
上
が
る
。

も
し
状
況
悪
化
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
好
調
な
土
俵
へ
移
動

す
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
な
い
か
!
と

考
え
が
ま
と
ま
っ
た
こ
ろ
に
や
っ
と

２
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
峠
を
迎
え
た
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
自
転
車
は
こ
う
し

て
淡
々
と
物
事
を
進
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
苦
痛
か
ら
脳
が
刺
激
さ
れ
快

楽
物
質
の
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
が
分
泌

さ
れ
気
持
ち
よ
く
な
っ
て
く
る
説
も

あ
る
。
そ
の
作
用
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思

考
に
な
り
が
ち
な
頭
は
、
ま
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
戻
れ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
単
純
な
運
動
が
も
た
ら
す
作
用

は
脂
肪
燃
焼
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
だ
け
で

な
く
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
の
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
確
信

し
て
い
る
。

Web オープンキャンパス特設ページ
スマホでアクセス
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歯
科
麻
酔
科
で
の
主
な
診
療
内
容

は
、
口
腔
外
科
手
術
や
集
中
的
歯
科

治
療
の
た
め
の
全
身
麻
酔
、
精
神
鎮

静
法
お
よ
び
歯
科
治
療
時
の
全
身
管

理
で
す
。

　

口
腔
外
科
手
術
で
は
術
野
が
気
道

と
重
な
る
た
め
、
一
般
的
な
医
科
全

身
麻
酔
症
例
と
は
異
な
り
気
道
確
保

に
工
夫
が
必
要
で
、
本
院
で
は
全
症

例
で
気
管
挿
管
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
鼻
挿
管
の
比
率
が
か
な
り

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
治
療
に
対
し
て
協
力
が
得
ら

れ
な
い
小
児
や
障
が
い
者

で
は
、
全
身
麻
酔
に
よ
る

行
動
管
理
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
先

天
性
心
疾
患
や
生
体
肝
移

植
術
を
受
け
た
既
往
が
あ

る
な
ど
、
全
身
麻
酔
を
施

行
す
る
に
あ
た
り
、
慎
重

な
管
理
を
必
要
と
す
る
症

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
比
較
的
短
時
間

の
治
療
で
、
患
者
の
全
身

状
態
や
通
院
に
か
か
る
時

間
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条

件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に

は
、
日
帰
り
全
身
麻
酔
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
高
齢
化
社
会
に

中央手術室における口腔外科手術の全身麻酔

　
「
Ｔ
Ｌ
Ｉ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
赤
ち

ゃ
ん
自
身
が
正
し
い
歯
磨
き
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
に
開
発
さ
れ
、
蓜
島
教
授
は

商
品
化
に
向
け
て
学
術
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
き
た
。Ｔ
Ｌ
Ｉ
と
は
、

Training

（
練
習
す
る
）、Learn-

ing

（
覚
え
る
）、Interesting

（
好

奇
心
）
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
。
赤
ち
ゃ
ん
の
「
や
っ
て
み
た

い
!
」
と
い
う
自
発
的
な
気
持
ち
を

引
き
出
し
て
、
正
し
い
歯
磨
き
ケ
ア

の
習
慣
づ
け
に
導
い
て
い
く
。

　

歯
の
生
え
方
に
は
個
人
差
が
あ
る

た
め
、
同
シ
リ
ー
ズ
は
月
齢
に
こ
だ

わ
ら
ず
に
歯
の
生
え
る
時
期
を
５
段

階
に
分
類
。
⑴
最
初
の
歯
が
生
え
る

こ
ろ
、
⑵
前
歯
が
生
え
る
こ
ろ
、
⑶

前
歯
が
揃
う
こ
ろ
、
⑷
奥
歯
が
生
え

る
こ
ろ
、
⑸
奥
歯
が
揃
う
こ
ろ 

―

以
上
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
合
わ
せ

て
歯
ブ
ラ
シ
の
形
状
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
。

　

遊
び
な
が
ら
手
指
や
口
の
感
覚
を

高
め
る
歯
が
た
め
タ
イ
プ
を
は
じ
め
、

歯
科
理
工
学
講
座
・
横
井
由
紀
子
講
師

咬
合
誘
導
論
文
の
成
果
を
称
え

小
児
歯
科
学
会
町
田
賞
を
昨
年
に
続
き
受
賞

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
沖
縄
県
で
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
た
第
58
回
日
本
小

児
歯
科
学
会
の
現
地
開
催
が
中
止
と

な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
６
月
１
日

（
月
）
か
ら
18
日
（
木
）
に
か
け
て
開

握
る
力
や
噛
む
力
が
つ
く
タ
イ
プ
、

歯
磨
き
動
作
の
練
習
用
の
や
わ
ら
か

い
乳
歯
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
、
各
プ
ロ
セ

ス
に
応
じ
た
ベ
ビ
ー
用
歯
ブ
ラ
シ
５

種
類
を
商
品
化
。
さ
ら
に
、
指
マ
ッ

サ
ー
ジ
か
ら
始
め
て
自
然
な
力
加
減

で
前
歯
・
奥
歯
の
仕
上
げ
ケ
ア
に
使

う
マ
マ
用
歯
ブ
ラ
シ
３
種
も
展
開
し
、

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
蓜
島
教
授

と
佐
野
院
長
の
連
名
で
商
品
説
明
文

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

蓜
島
教
授
は
「
刷
掃
能
力
や
安
全

性
に
加
え
、
成
長
過
程
に
合
わ
せ
て

口
腔
の
感
覚
の
発
達
を
促
す
こ
と
に

配
慮
し
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の

中
は
敏
感
な
の
で
、
い
き
な
り
歯
ブ

ラ
シ
を
口
に
入
れ
て
も
抵
抗
感
が
あ

っ
て
歯
磨
き
を
拒
絶
し
が
ち
で
す
。

そ
の
た
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

か
ら
正
し
い
持
ち
方
の
習
得
ま
で
、

嫌
が
ら
ず
に
自
分
で
磨
く
習
慣
づ
け

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

　

各
商
品
を
組
み
合
わ
せ
た
11
セ
ッ

ト
や
、
成
長
や
シ
ー
ン
に
応
じ
て
飲

み
や
す
い
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
マ
グ

カ
ッ
プ
も
商
品
化
さ
れ
、
イ
オ
ン
や

西
松
屋
な
ど
の
店
舗
で
の
販
売
が
始

ま
っ
た
。
今
後
は
哺
乳
瓶
、
お
し
ゃ

ぶ
り
な
ど
の
開
発
も
進
め
て
い
く
。

催
さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
は

あ
っ
た
が
、
口
頭
演
題
と
ポ
ス
タ
ー

発
表
あ
わ
せ
て
１
５
０
題
以
上
と
多

く
の
演
題
が
掲
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
学
歯
科
理
工
学

講
座
・
横
井
由
紀
子
講
師

が「
町
田
賞
優
秀
論
文
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　

町
田
賞
は
、
日
本
小
児

歯
科
学
会
の
元
理
事
長
で

お
ら
れ
た
東
京
歯
科
大
学

の
町
田
幸
雄
先
生
が
創
設

し
、
学
会
へ
の
ご
寄
付
を
原
資
と
し

て
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
新
設
さ
れ

た
。
内
容
は
優
秀
論
文
賞
、
研
究
奨

励
賞
、
優
秀
発
表
賞
が
あ
り
、
小
児

歯
科
学
の
特
に
咬
合
誘
導
に
関
す
る

分
野
に
お
い
て
優
れ
た
研
究
成
果
を

挙
げ
た
功
績
を
称
え
、
表
彰
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

横
井
講
師
が
町
田
賞
優
秀
論
文
賞

ご
尊
霊
に
対
し
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
る

大
学
墓
地
で
し
め
や
か
に
12
柱
の
ご
遺
骨
を
納
骨

　

解
剖
学
実
習
の
た
め
に
献
体
い
た

だ
い
た
17
柱
の
ご
尊
霊
の
う
ち
12
柱

の
ご
遺
骨
の
納
骨
式
が
６
月
４
日

（
木
）、
大
学
墓
地
に
お
い
て
執
り
行

わ
れ
、
ご
尊
霊
に
対
し
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
た
。

　

例
年
、
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る

解
剖
諸
霊
位
慰
霊
祭
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
３
密
を
避
け
る
べ
く
少
人
数

で
し
め
や
か
に
営
ま
れ
た
。
な
お
慰

霊
祭
が
中
止
と
な
る
の
は
開
学
以
降

初
め
て
。

　

当
日
は
、
12
柱
の
ご
遺
骨
を
丁
寧

に
納
骨
し
た
後
、
解
剖
学
実
習
を
担

当
す
る
口
腔
解
剖
学
講
座
な
ら
び
に

口
腔
病
理
学
講
座
の
教
員
や
学
事

室
、
庶
務
課
の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
参
列

し
て
法
要
と
墓
参
を
行
い
、
読
経
の

中
、
順
に
焼
香
し
て
静
か
に
手
を
合

わ
せ
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
口
腔
解
剖
学
講
座

の
金
銅
英
二
教
授
は
「
今
年
は
慰
霊

祭
を
は
じ
め
新
年
度
の
予
定
が
全
て

中
止
と
な
る
事
態
に
見
舞
わ
れ
て
い

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
日
頃
行
っ
て
い

る
業
務
や
日
常
生
活
が
実
は
奇
跡
が

折
り
重
な
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
時
間
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

よ
う
や
く
通
常
授
業
が
始
ま
り
、
教

員
一
同
さ
ら
に
安
全
で
よ
り
良
い
教

育
環
境
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
ご
献

体
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
方
に
お
誓
い

す
る
と
と
も
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
」
と
哀
悼
と
誓
い

の
言
葉
を
捧
げ
た
。

　

な
お
、
今
回
納
骨
さ
れ
な
か
っ
た

夏期部門中止のため
規約により総合優勝校なし
第 52回全日本歯科学生総合体育大会

を
受
賞
し
た
論
文
は
「
歯
に
対
す
る

ク
ラ
ウ
ン
ル
ー
プ
の
力
学
的
影
響 

―
有
限
要
素
法
に
よ
る
解
析
―
（
小

児
歯
科
学
雑
誌
56
巻
４
号
）」
で
あ

る
。
こ
の
研
究
内
容
は
、
町
田
先
生

の
著
書
「
乳
歯
列
期
か
ら
始
め
よ
う 

咬
合
誘
導
」
等
に
お
い
て
、
臨
床
的

側
面
か
ら
ク
ラ
ウ
ン
ル
ー
プ
の
設
計

に
推
奨
さ
れ
る
屈
曲
形
状
が
、
そ
れ

が
離
脱
を
防
ぐ
形
態
で
あ
る
こ
と
を

力
学
的
な
根
拠
を
示
し
、
２
０
１
８

年
に
論
文
で
証
明
さ
れ
た
。
本
受
賞

論
文
は
、
さ
ら
に
着
眼
点
を
歯
周
組

織
に
置
き
、
ク
ラ
ウ
ン
ル
ー
プ
が
歯

周
組
織
に
及
ぼ
す
力
学
的
影
響
に
つ

い
て
有
限
要
素
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

横
井
講
師
は
、
18
年
３
月
に
小
児

歯
科
学
会
専
門
医
を
取
得
し
、
19
年

に
町
田
賞
研
究
奨
励
賞
、
今
年
は
優

秀
論
文
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
両
方

の
町
田
賞
を
受
賞
さ
れ
る
研
究
者
は

多
く
な
い
。
横
井
講
師
は
「
昨
年
の

町
田
賞
研
究
奨
励
賞
に
引
き
続
き
、

２
年
連
続
で
の
受
賞
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
後
も
臨
床
に
役
立
つ

研
究
を
推
し
進
め
、
さ
ら
に
研
鑽
を

重
ね
て
い
く
所
存
で
す
」
と
感
想
を

述
べ
た
。

　

今
後
も
小
児
歯
科
学
会
ひ
い
て
は

歯
科
医
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
横
井

講
師
の
研
究
と
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

（
歯
科
矯
正
学
講
座　

准
教
授　

川
原
良
美
）

　

第
52
回
全
日
本
歯
科
学
生
体
育
連

盟
第
４
回
定
例
評
議
委
員
会
は
書
面

審
議
で
行
わ
れ
、
第
52
回
全
日
本
歯

科
学
生
総
合
体
育
大
会
総
合
優
勝
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
全
て
の
夏
期
競

技
部
門
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
に

鑑
み
、
新
潟
大
学
の
山
村
健
介
理
事

か
ら
、
同
大
会
の
総
合
優
勝
に
つ
い

て
「
な
し
」
と
す
る
こ
と
が
発
議
さ

れ
た
。
実
施
で
き
た
競
技
は
冬
期
競

技
部
門
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
み
で
、
総
合
優
勝
に
つ
い
て
定
め

る
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体
育
大
会

規
約
第
18
条
の
「
大
会
の
総
合
優
勝

は
、
冬
期
・
夏
期
お
よ
び
そ
の
他
の

各
部
門
の
合
計
得
点
に
よ
っ
て
決
定

す
る
」
状
況
で
な
い
こ
と
が
発
議
の

理
由
で
、審
議
の
う
え
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
第
53
回
全
日
本
歯
科
学
生
総

合
体
育
大
会
の
事
務
主
管
校
は
、
東

京
歯
科
大
学
が
担
当
す
る
。

蓜島教授（中央）とリッチェルの商品開発担当者

受賞を喜ぶ横井講師

「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
シ
リ
ー
ズ
」
の
各
製
品

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••

地域連携歯科学講座・蓜島弘之教授が共同開発
正しいケアを習慣づける乳幼児用歯ブラシ

伴
い
、
何
ら
か
の
全
身
疾
患
を
有
す

る
患
者
が
歯
科
治
療
を
受
け
る
機
会

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
循
環
器

系
疾
患
を
有
す
る
患
者
で
は
、血
圧
、

心
電
図
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
な

ど
の
モ
ニ
タ
を
装
着
し
、
異
常
を
で

き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
て
重
大
な

事
態
に
至
る
こ
と
を
防
ぐ
べ
く
、
適

切
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
歯
科
治
療
に
対
す
る
恐
怖

心
が
強
い
患
者
や
、
血
管
迷
走
神
経

反
射
な
ど
の
全
身
偶
発
症
を
経
験
し

た
こ
と
の
あ
る
症
例
に
対
し
て
は
、

静
脈
内
鎮
静
法
や
笑
気
吸
入
鎮
静
法

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
全
身
麻
酔
症
例
数
は
２

５
２
例
、
精
神
鎮
静
法
な
ら
び
に
モ

ニ
タ
管
理
症
例
数
は
87
例
で
、
全
身

麻
酔
症
例
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、常
勤
医
局
員
３
人（
う

ち
２
人
は
歯
科
麻
酔
専
門
医
）
で
な

ん
と
か
こ
れ
ら
の
症
例
を
こ
な
し
て

い
る
状
況
で
、
医
局
員
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
の
１
つ
で

す
。

（
歯
科
麻
酔
科　

教
授　

澁
谷　

徹
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

地
域
連
携
歯
科
学
講
座
の
蓜
島
弘
之
教
授
は
、
あ
す
な
ろ
小
児
歯
科
医
院
・
佐

野
正
之
院
長
（
富
山
市
）
お
よ
び
株
式
会
社
リ
ッ
チ
ェ
ル
・
ベ
ビ
ー
用
品
部
門
と
共

同
で
、
乳
幼
児
向
け
の
歯
ブ
ラ
シ
を
開
発
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
・
成
長
に
合

わ
せ
た
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
「
Ｔ
Ｌ
Ｉ
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
商
品
化
さ
れ
全
国

展
開
さ
れ
る
。

残
り
の
ご
遺
骨
は
順
次
ご
遺
族
の
も

と
に
返
還
さ
れ
る
。

納骨後に焼香する口腔解剖学の教員
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大学院セミナー
岡
田
や
よ
い
歯
科
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
岡
田
弥
生
先
生

「
賢
い
歯
科
医
療
消
費
者
に
」テ
ー
マ
に
講
演

　

６
月
12
日
（
金
）、
岡
田
や
よ
い

歯
科
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
Ｏ
Ｄ

Ｈ
草
の
根
歯
科
研
究
会
主
宰
の
岡
田

弥
生
先
生
を
お
迎
え
し
、
第
３
９
７

回
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

岡
田
先
生
の
保
健
所
勤
務
に
よ
る
経

験
か
ら
患
者
側
の
視
点
に
よ
り
活
動

し
て
き
た
内
容
に
つ
い
て
、
貴
重
な

お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

30
年
前
に
は
、
医
学
書
に
加
齢
現

象
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
歯
の
喪
失
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
一

般
的
な
市
民
感
覚
と
し
て
「
齢
を
と

れ
ば
歯
は
自
然
に
抜
け
る
も
の
」
と

思
う
の
は
仕
方
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
杉
並
区
を
中
心
と
し
た
保

健
所
歯
科
医
師
仲
間
で
８
０
１
０
運

動
（
80
歳
で
歯
の
喪
失
を
10
本
以
内

に
）
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
当
初
は

不
評
だ
っ
た
が
、
日
本
歯
科
医
師
会

は
８
０
２
０
運
動
と
し
て
推
進
し
全

国
に
広
が
っ
た
。
老
年
医
学
も
老
年

歯
科
医
学
も
大
き
く
変
化
し
、
今
や

健
康
長
寿
に
お
け
る
歯
の
大
切
さ
は

社
会
常
識
と
な
っ
て
き
た
。

　

岡
田
先
生
が
主
宰
す
る
草
の
根
歯

科
研
究
会
で
は
、

職
種
を
越
え
て
の

勉
強
会
や
歯
科
患

者
塾
に
加
え
て
、

「
歯
医
者
さ
ん
探

検
隊
」
を
続
け
て

き
た
が
、「
賢
い

歯
科
医
療
消
費
者

に
」
の
活
動
は
、

ま
だ
ま
だ
摸
索
中

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

岡
田
先
生
の
セ

ミ
ナ
ー
で
の
主
張

は
、
フ
ラ
ン
ス
の

作
家
・
詩
人
で
あ

る
ボ
リ
ス
・
ヴ
ィ

「人生は歯のようなもの」

充実した日々を過ごせるのを人は当たり前と思っている
毎日なんでも噛めるのを人は当たり前と思っている
けれど、あるとき突然、歯も壊れ始める
人生も同じ　難しいことに出くわす
このときになってその大切さに気づく
そして、あわてて救おうと試みる
元通りにすることの難しさに、ため息を吐く
抜かずにすますには苦労の連続
まるで人生のように

ボリス・ヴィアン
石川 烈（元東京医科歯科大学大学院教授）訳

１
日
㈯
～
16
日
㈰

　

夏
季
休
業
（
大
学
院
）

　

夏
季
休
業
（
衛
生
学
院
）

２
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

13
日
㈭
～
16
日
㈰

　

夏
季
休
業
（
第
１
～
５
学
年
）

23
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

26
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

31
日
㈪
～
９
月
５
日
㈯

　

定
期
試
験
（
第
４
学
年
）

31
日
㈪
～
９
月
10
日
㈭

　

前
期
定
期
試
験
（
衛
生
学
院
第
２
学
年
）

〔
退
職
〕 

６
月
30
日
付

　

狩
戸
ゆ
か
り 

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

中
村
由
起
子 

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

〔
採
用
〕 

７
月
１
日
付

　

河
野
美
佳
子 （
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
非
常
勤
職
員
））

〔
配
置
換
〕 

７
月
１
日
付

　

若
林　

英
美 （
事
務
局
入
試
広
報
室
係
長
補
佐
）

　

大
場　

有
記 

（
事
務
局
学
事
室
チ
ー
フ
）

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

一 日 体 験 入 学
① 8月 2日㈰　　② 8月23日㈰

③ 9月 6日㈰　　④ 9月22日㈫
※8・9月開催分のみ掲載

開催時間 9：40 ～ 15：00（受付 9：15 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明　●進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページ
　または下記までご連絡ください。

■お問い合わせ■

校友会から寄贈されたエアーテント

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、

無
症
状
者
・
軽
症
者
も
い
ま
す
が
、

高
齢
者
や
一
部
の
基
礎
疾
患
を
有
す

る
者
に
と
っ
て
は
殺
人
ウ
イ
ル
ス
と

な
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
後
に
県

境
を
ま
た
ぐ
移
動
が
全
面
解
禁
さ

れ
、
お
そ
ら
く
東
京
を
震
源
地
と
し

て
感
染
が
拡
大
し
、
再
び
急
増
し
て

き
ま
し
た
。

　

松
本
歯
科
大
学
校
友
会
の
先
生
方

よ
り
、
空
気
で
膨
ら
ま
せ
て
、
簡
単

に
設
営
可
能
な
エ
ア
ー
テ
ン
ト
の
寄

贈
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
エ

ア
ー
テ
ン
ト
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
収

納
で
き
、
容
易
に
運
搬
で
き
る
こ
と

か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
ト
リ
ア
ー

ジ
ポ
ス
ト
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
の
救

護
室
や
休
憩
室
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
に
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一

基
は
隔
離
用
陰
圧
テ
ン
ト
で
、
感
染

源
の
拡
散
を
防
ぎ
な
が
ら
（
陰
圧
室

内
の
空
気
は
外
部
へ
漏
れ
な
い
）、

主
に
二
次
感
染
リ
ス
ク
の
生
じ
る
検

査
や
処
置
、
軽
症
者
の
受
け
入
れ
が

で
き
る
臨
時
医
療
施
設
と
し
て
使
用

で
き
ま
す
。

　

長
び
く
コ
ロ
ナ
禍
の
現
況
に
お
い

て
は
、
病
院
の
位
置
す
る
地
域
の
感

染
状
況
と
、
病
院
の
所
有
す
る
人
・

物
（
感
染
防
護
具
や
薬
剤
な
ど
）
と

い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
を
熟
慮
し
て
、
随

時
変
動
す
る
感
染
伝
播
状
況
に
応
じ

た
対
策
と
、
さ
ら
に
将
来
を
見
越
し

た
対
策
を
実
施
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
松
本
歯
科

大
学
病
院
の
あ
る
塩
尻
・
松
本
地
区

で
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
散
発
的
な
感

染
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
継
続

的
な
感
染
や
大
型
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
起
き

る
か
は
予
断
を
許
さ
ず
、
警
戒
を
常

に
持
続
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
感
染
拡
大
時
に
は
、
疑
似

者
・
感
染
者
の
動
線
と
診
療
ス
ペ
ー

ス
を
分
け
、
徹
底
し
て
空
間
を
隔
て

た
診
療
態
勢
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

NEW FACE
　

本
年
度
に
新
し
く
職
員
の
仲

間
入
り
を
さ
れ
た
、
本
学
病
院

の
各
診
療
科
で
働
く
歯
科
衛
生

士
さ
ん
３
名
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

辻 さやかさん
松本市出身

　

今
は
歯
科
衛
生
士
の
活
躍
す
る
場

が
広
が
っ
て
い
て
、
か
つ
大
学
病
院

で
多
く
の
知
識
を
学
べ
る
と
思
い
、

当
院
を
志
望
し
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
の
明
る
い
挨
拶
や
責
任

を
持
っ
て
働
く
姿
、
細
や
か
な
気
遣

い
な
ど
見
習
い
た
い
点
が
多
く
あ
り

松本 沙希さん
安曇野市出身

宮尾 琴音さん
岡谷市出身

　

私
は
長
野
県
公
衆
衛
生
専
門
学
校

を
卒
業
し
、
地
元
の
歯
科
医
院
へ
の

就
職
も
考
え
ま
し
た
が
、
各
専
門
分

野
で
高
度
な
知
識
を
有
す
る
先
生
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
大
学
病
院
で
教
え

を
請
い
た
い
と
思
い
、
松
本
歯
科
大

　

７
月
18
日
（
土
）、
本
年
度
第
１

回
の
衛
生
学
院
一
日
体
験
入
学
が
開

催
さ
れ
、
県
内
中
南
信
地
区
の
高
校

２
～
３
年
生
21
組
32
人
の
参
加
が
あ

っ
た
。

　

例
年
は
在
校
生
と
交
流
し
な
が
ら

学
食
や
実
習
を
体
験
し
、
和
や
か
な

情
報
収
集
の
場
と
な
っ
て
い
た
一
日

体
験
入
学
だ
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
内

容
、
時
間
を
縮
小
し
参
加
者
数
を
制

限
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

笠
原
悦
男
衛
生
学
院
長
の
挨
拶
で

は
、
現
代
の
社
会
で
必
要
と
さ
れ
て

い
る
歯
科
衛
生
士
と
い
う
仕
事
の
や

り
が
い
や
魅
力
、
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
進
路
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
が
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
筆
者
が
担

当
し
た
模
擬
授
業
は
歯
科
衛
生
業
務

を
中
心
に
、
歯
科
衛
生
士
の
思
考
と

行
動
の
基
盤
と
な
る
「
歯
科
衛
生
過

程
」
を
解
説
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授

業
状
況
の
話
の
中
で
は
、基
礎
実
習
・

臨
床
実
習
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
衛
生
学
院
・
病
院
を
中

　

親
族
に
歯
科
衛
生
士
が
い
て
、
楽

し
く
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と

教
え
て
も
ら
っ
た
の
を
契
機
に
、
自

分
も
歯
科
衛
生
士
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
、

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
診
療
を

制
限
し
て
い
た
た
め
患
者
さ
ん
の
電

話
応
対
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
適

切
な
話
し
方
や
分
か
り
や
す
い
説
明

が
難
し
く
、
先
輩
方
の
ス
ム
ー
ズ
な

応
対
が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

休
日
は
買
い
物
や
実
家
の
飼
い
猫

校
友
会
の
皆
様
へ
御
礼

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
エ
ア
ー
テ
ン
ト
を
活
用
し

社
会
・
地
域
貢
献
と
な
る
医
療
活
動
を
推
進
し
ま
す

病
院
長
　
前
島
信
也

ま
す
。
ま
た
、
自
身
の
至
ら
な
い
点

を
指
摘
し
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が

た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ア
派
な
の
で
、
自
宅
で
音

楽
を
聴
い
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
十
分
な
休
息

を
と
っ
て
仕
事
の
活
力
に
繋
げ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
識
も
技
術
も
足
ら
ず

未
熟
な
の
で
、
し
っ
か
り
学
ん
で
患

者
さ
ん
や
同
僚
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
や
り
が
い
を
た

く
さ
ん
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

歯科衛生士の仕事の
やりがいや魅力を伝える
衛生学院一日体験入学

心
に
学
内
を
見
学
し
、
入
試
日
程
等

の
説
明
を
し
て
約
２
時
間
の
日
程
は

終
了
と
な
っ
た
。
在
校
生
と
触
れ
合

い
な
が
ら
の
体
験
入
学
が
実
施
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
が
、
参
加

者
が
自
分
自
身
の
進
路
を
考
え
る
参

考
と
な
り
、
い
つ
の
日
か
歯
科
衛
生

士
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
日
が
く

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
第
２
回
一
日
体
験
入
学
は

９
月
５
日（
土
）に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
衛
生
学
院　

教
務
主
任　

島
田
陽
子
）

を
可
愛
が
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
英

気
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
病
院
の
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科

で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
吸
収
し
、

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る

歯
科
衛
生
士
に
な
り
た
い
で
す
。

学
病
院
に
入
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
先
輩
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を

親
切
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
常

に
学
べ
る
環
境
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

歯
科
衛
生
士
の
道
を
目
指
し
た
の

は
母
の
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
が
、

い
つ
も
美
味
し
い
料
理
を
作
っ
て
く

れ
て
い
た
祖
母
が
「
歯
が
痛
く
て
満

足
に
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
言
う
よ
う

に
な
り
、
歯
の
重
要
性
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

休
日
は
、
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
ん
だ
り
、
甥
や
姪
と
一
緒
に
遊
ん

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
す
。

　

責
任
感
を
持
っ
て
患
者
さ
ん
に
接

し
、
歯
・
口
腔
の
健
康
を
笑
顔
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
歯
科
衛
生
士
を
目
指

し
ま
す
。

せ
ん
。

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
抗
体
検
査
所

と
し
て
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
抗
体

検
査
に
利
用
し
て
い
る
エ
ア
ー
テ
ン

ト
は
、
今
後
の
感
染
拡
大
に
応
じ
て

病
院
施
設
と
完
全
に
空
間
分
離
で
き

た
施
設
と
し
て
役
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
仮
設
の
外
来
受
付

や
待
合
と
し
て
、
ま
た
、
作
業
す
る

医
療
従
事
者
の
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え

る
こ
と
が
出
来
る
隔
離
用
陰
圧
テ
ン

ト
は
、
仮
設
の
検
査
所
・
診
療
所
と

し
て
の
対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
三
大
使
命
で
あ
る
、教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
の
中
で
、
特
に
社

会
貢
献
に
お
い
て
は
、
附
属
病
院
が

優
先
し
て
担
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
通
じ
て
、

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
エ
ア
ー
テ
ン

ト
を
活
用
し
、
社
会
貢
献
、
地
域
貢

献
と
な
る
医
療
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
本
学
学
生
や
職
員
の

感
染
対
策
で
も
、
防
御
の
一
翼
と
な

る
活
用
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
の
詩
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
の

で
、
こ
こ
に
そ
れ
を
引
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

　

今
後
、
岡
田
先
生
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

（
口
腔
生
化
学
講
座　

教
授　

宇
田
川
信
之
）

参加者に挨拶する笠原学院長

講師にお迎えした岡田先生

Matsumoto Dental University SNS Information


